
【
総
務

田
中
議
員
】

①
、
公
共
交
通
（
タ
ク
シ
ー

運
転
代
行
業
を
含
め
る
）
の

影
響
に
つ
い
て

三
陸
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
、
県
北

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
運
転
代

行
に
つ
い
て
、
外
出
自
粛
に

伴
う
利
用
者
の
減
少
等
に
よ

り
、
売
り
上
げ
に
影
響
が
で

て
い
る
。
ま
ず
は
、
担
当
課

へ
利
用
者
の
減
少
等
の
資
料

を
求
め
、
そ
の
後
に
事
業
者

と
意
見
交
換
を
行
い
、
実
態

の
把
握
を
行
い
、
緊
急
対
応

部
分
と
収
束
後
の
対
応
部
分

と
の
調
査
研
究
を
行
う
。

②
、
避
難
所
の
開
設
・
運
営

に
つ
い
て

津
波
や
豪
雨
に
よ
り
緊
急

避
難
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

に
、
感
染
症
対
策
が
十
分
に

行
わ
れ
て
い
る
避
難
所
運
営

に
な
っ
て
い
る
か
、
今
後
の

避
難
所
の
開
設
・
運
営
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

③
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
見
込
み
が
立
た

な
い
状
況
で
の
、
今
後
、
独

自
支
援
の
追
加
や
継
続
に
伴

う
財
源
確
保
に
つ
い
て
、
財

政
見
通
し
や
考
え
方
を
市
に

確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

国
に
意
見
書
等
を
提
出
す
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
、
早

急
に
調
査
研
究
を
行
う
。

【
産
業
・
経
済
落
合
議
員
】

①
、
市
内
宿
泊
業
（
ホ
テ
ル

・
旅
館
・
民
宿
等
）
へ
の
影

響
に
つ
い
て

商
工
会
議
所
が
市
内
企
業

等
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
内
容
、
結
果
を
把
握

す
る
た
め
、
会
議
所
と
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
で
日
程
調

整
中
だ
っ
た
が
内
容
を
一
部

変
更
し
会
議
所
内
の
宿
泊
部

会
か
ら
コ
ロ
ナ
に
係

る
影
響
及
び
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
。

②
、
第
一
次
産
業

（
農
林
水
）
従
事
者

が
求
め
る
必
要
な
支
援
策
の

把
握
に
つ
い
て

水
産
業
を
例
に
と
る
と
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ア
ワ
ビ
、

ウ
ニ
、
ワ
カ
メ
等
の
価
格
が

暴
落
し
て
い
る
。
（
共
済
掛

金
の
制
度
で
い
く
ら
か
は
補

填
さ
れ
る
模
様
）
。
先
日
、

水
産
業
を
含
む
第
一
次
産
業

従
事
者
に
対
し
て
も
持
続
化

給
付
金
の
支
援
策
が
発
表
さ

れ
た
。
今
後
、
委
員
会
で
順

次
、
第
一
産
業
従
事
者
と
意

見
交
換
を
行
い
、
①
と
同
様

コ
ロ
ナ
に
係
る
影
響
及
び
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
を
行
う
。

宮
古
市
議
会
基
本
条
例
第

３
条
に
は
「
議
員
は
議
員
間

の
討
議
を
通
じ
て
合
意
形
成

を
図
り
、
政
策
立
案
・
政
策

提
言
等
を
積
極
的
に
行
う
」

と
規
定
し
て
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
応
で
は
、
各
常

任
委
員
会
の
調
査
結
果
を
も

と
に
政
策
立
案
と
し
て
「
条

例
（
発
議
）
」
「
決
議
（
意

思
表
示
）
」
「
提
言
（
市
長

要
請
）
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
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市
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
の
公
示
や
、
そ
の
際
に
必
要
な

施
策
に
関
す
る
補
正
予
算
を
自
治

法
第
１
８
０
条
の
専
決
処
分
の
委

任
事
項
に
追
加
す
る
よ
う
議
会
に

要
望
し
て
い
ま
し
た
。

古
舘
章
秀
議
長
は
、
議
運
の
議

論
を
ふ
ま
え
、
各
会
派
に
意
見
を

求
め
、
全
会
派
が
追
加
を
認
め
な

い
と
す
る
内
容
で
一
致
し
た
た
め

市
長
へ
の
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

共
産
党
は
以
下
の
よ
う
に
回
答
し

ま
し
た
。

通
年
議
会
活
動
の
実
践
が
必
要

当
市
議
会
は
、
通
年
議
会
制
の

導
入
効
果
に
市
長
の
専
決
処
分
事

案
の
減
少
を
メ
リ
ッ
ト
に
し
て
来

た
経
緯
が
あ
り
、
今
回
の
市
提
案

に
矛
盾
を
感
じ
ま
す
。
以
前
、
議

会
招
集
は
そ
の
７
日
前
と
す
る
規

則
が
あ
り
、
迅
速
さ
に
欠
け
る
き

ら
い
が
あ
り
ま
し
た
が
今
日
、
そ

の
懸
念
は
解
消
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
重
大
か
つ
緊
急
な
事
案

で
い
つ
で
も
本
会
議
を
開
け
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
通
年
性
の
メ

リ
ッ
ト
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
我

々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
当
局

も
活
動
の
熟
達
へ
、
そ
の
努
力
と

実
践
及
び
経
験
の
積
み
重
ね
こ
そ

必
要
と
考
え
ま
す
。

従
っ
て
、
専
決
処
分
の
追
加
に

は
反
対
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

毎
朝
、
山
本
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
く
。
「
だ
れ

一
人
取
り
残
さ
な

い
」
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
へ
の

経
済
支
援
策
を
伝
え
る
▼
か

と
思
う
と
国
政
で
は
信
じ
ら

れ
な
い
事
態
が
相
次
ぐ
。
国

の
持
続
化
給
付
金
事
業
の
丸

投
げ
は
、
そ
の
典
型
。
委
託

先
は
「
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン

推
進
協
議
会
」
▼
協
議
会
の

請
負
額
は
約
６
７
０
億
円
。

そ
こ
か
ら
20
億
円
中
抜
き
し

て
再
委
託
。
協
議
会
参
加
団

体
の
電
通
や
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー

プ
、
経
産
省
Ｏ
Ｂ
ら
が
請
け

負
う
構
図
。
あ
の
竹
中
平
蔵

氏
の
名
も
浮
か
ぶ
▼
自
己
利

益
を
確
保
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
訳
で
、

正
直
と
言
え
ば
正
直
。
名
は

体
を
表
す
。
入
札
は
、
価
格

以
外
の
事
業
提
案
を
重
視
す

る
総
合
評
価
方
式
▼
Ｃ
評
価

と
低
か
っ
た
の
に
受
注
す
る

オ
マ
ケ
付
き
。
違
う
意
味
で

余
程
デ
ザ
イ
ン
が
良
か
っ
た

と
思
う
し
か
な
い
。
要
は
政

権
と
の
距
離
感
。
親
密
度
。

三
密
は
ダ
メ
と
い
う
の
に
。

市
議
会
は
４
日
、
議
員
全
員
協
議
会
で
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
し
、
各
常
任
委
員
会
の
調

査
活
動
の
進
め
方
を
確
認
し
ま
し
た
。
田
中
、
落
合
両
市
議
の
担
当
は
以
下
の
と
お
り
。

【
厚
労
省
】
な
お
、
総
合
支

援
資
金
は
原
則
３
ヶ
月
の
貸

付
で
、
収
入
状
況
改
善
の
見

込
み
等
を
確
認
し
、
償
還
能

力
等
を
勘
案
し
た
上
で
、
延

長
し
て
お
り
ま
す
。

【
高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
】

緊
急
小
口
融
資
、
住
居
確

保
給
付
金
は
、
自
営
業
者
の

運
転
資
金
は
対
象
外
で
あ
る

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
融
資

や
持
続
化
給
付
金
を
申
し
込

ん
で
い
る
事
業
者
で
も
、
休

業
な
ど
で
当
座
の
生
活
費
が

な
い
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、

実
態
に
即
し
て
対
応
し
て
も

ら
え
る
と
思
う
が
。

【
厚
労
省
】
自
営
業
者
の
方

で
も
、
当
面
の
生
活
費
用
に

お
困
り
の
場
合
、
生
活
費
用

と
し
て
貸
付
は
可
能
で
す
。

【
高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
】

緊
急
小
口
の
貸
付
け
上
限

特
例
20
万
円
で
「
臨
時
休
業

し
た
小
学
校
等
に
通
う
子
」

の
世
話
が
必
要
な
労
働
者
を

指
定
し
、
か
か
り
増
し
経
費

の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
。

そ
の
給
付
金
を
受
け
た
か
ど

う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象

児
童
が
い
る
保
護
者
は
特
例

20
万
円
の
対
象
と
考
え
て
よ

い
か
。

【
厚
労
省
】
勤
め
先
の
事
業

主
が
小
学
校
休
業
等
対
応
助

成
金
を
受
け
て
る
か
ど
う
か

は
関
わ
ら
ず
、
学
校
等
、
休

業
の
場
合
に
、
緊
急
小
口
の

貸
付
上
限
額
は
20
万
円
と
な

り
ま
す
。

（
続
く
）

コ
ロ
ナ
対
策
で
議
会
提
言
へ
調
査

議
会
基
本
条
例
の
具
体
化
・
実
践
に

自
営
業
者
も
対
象
に

専決処分の追加を認めず議
会
の
委
任

５月28日、市議会は緊急時の施策に必要な予算
補正を専決処分事項の追加に認めない事を決め、
山本市長に古舘議長が回答しました。

政
策
立
案
・
提
言
へ

総務常任委員会の会議の様子（左から2人目田中議員


